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プラスチックの構造と分解特性

ポリエチレン（PE) ポリプロピレン（PP)

ポリスチレン（PS)

CO2CH3 CO2CH3CO2CH3CO2CH3

ポリメタクリル酸メチル
(PMMA)

モノマーランダム分解
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１，原料の品質が生成物の品質に影響する。

２，反応装置が高価

３，エネルギー的有利さが少ない。

ケミカルリサイクルの特徴

X X X XXX X X X XXX Xor



EMTech
Research Institute for Environmental Management Technology

目次

１、ケミカルリサイクルとは？

２、容器包装法で回収されたプラスチック

３、実用化されているケミカルリサイクルの概要

４、その他のケミカルリサイクル

５、まとめ



EMTech
Research Institute for Environmental Management Technology

再商品化されたプラスチック
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廃プラスチックリサイクルの落札単価



EMTech
Research Institute for Environmental Management Technology

3

4

5

6

7

8

9

10

H17 H18 H19 H20 H21

入
札
単
価

(万
円
/t
)

ケミカルリサイクルの入札価格

室蘭(新日鐵)

新潟油化
札幌油化

福山(JEF)

加古川（神鋼）

川崎(JEF)

共英リサイクル

水島ｴｺﾜｰｸｽ

オリックス

EUP

昭和電工
千葉(JEF)

大分(新日鐵)
八幡(新日鐵)

名古屋(新日鐵)

川崎(JEF)

君津(新日鐵)
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平成21年度

1, 札幌(油化)

2, 昭和電工（ガス化）

3,千葉（ガス化）

4, オリックス（ガス）

5, 水島（ガス化）

6, 君津（コークス炉）

7, 室蘭（コークス炉）

8, 水江（コークス炉）

9, 名古屋（コークス炉）

10, 八幡ク（コークス炉）

11, 大分（コークス炉）

12, 水江（高炉還元）

13, 福山（高炉還元）
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炭化物 20% (コークス原料)
(Cl：7%) 

・製鉄原料として
高炉で使用

再生油 40％ (化学原料）

・樹脂ペレット
・容器包装
・ベンゼン・トルエン
・キシレン
・塗料、電子材料、等

分解ガス 40% (Cl：1%)
（水素・メタンが主成分の燃料ガス）

・製鉄所内の過熱炉、
発電所等で利用

軽
油

燃
料
ガ
ス

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

コークス炉化学原料化の概要

デ
カ
ン
タ
ー

ガ
ス
ク
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ガ
ス
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成
処
理

タ
ー
ル

原料炭の１％
(Cl：97%)
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高炉還元の概要
コークス
365 kg

微粉炭
120 kg

廃プラスチック
５ kg

銑鉄
１ｔ
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EUPガス化プロセスの概要

廃プラ
スチック

O2,H2O

発生ガス

H2O

H2O

H2O

製品ガス
（H2,CO)

不燃物 スラグ

ガス洗浄設備
低温ガス化炉

600-800℃

0.5-1.6 MPa

高温ガス化炉

1300-1500℃

0.5-1.6 MPa

O2,H2O
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ポリテレフタル酸エステル（PET)のリサイクル

COOC2H4OOC

n

COOCH3H3COOC

COOHHOOC

COOC2H4OHHOC2H4OOC

HOC2H4OH

CH3OH

PET

BHET DMT

NaOH in H+

加アルカリ分解

メタノール分解(超臨界）

COOCH3H3COOC

高純度DMT
COOC2H4OHHOC2H4OOC

高純度BHET
溶媒重合

固相重合

H2O

HOC2H4OH

エチレングリコール分解

アイエス

CH3OH

帝人

COONaNaOOC TPA
(>99.99%)

テレフタル酸アルカリ塩

分子蒸留
高純度精製

三菱重工
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容器包装プラスチックに対するLCA

RPF
セメント原材料

ガス化

高炉、コークス炉

油化

材料リサイクル

コスト 大
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プラスチック工業連盟 プラスチック処理促進協会
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PETのリサイクル（１kg当たり）
ボトルから繊維へ 産業環境管理協会

システム全体の評価 変化したプロセスのみ評価
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溶媒中の反応の特徴
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+
熱分解（気相）

エステル交換（溶媒中）

405 kJ/mol

エステル化合物 エステル化合物 生成物（アルコール）

O H

R3

溶媒（アルコール）
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FRP(不飽和ポリエステル）のリサイクル

不飽和ポリエステル 分解生成物
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エポキシ基板からの資源回収
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まとめ

１、 既存施設の利用

ケミカルリサイクル施設は化学工業プラントであり、新規で建設するとコスト

が高くなるため、既存施設を積極的に活用をすべきである。

２、廃棄物処理のための安全保障システムの構築

原材料価格は大きく変動するため、最小限の国内処理施設の確保と処理

価格の安定化を図るシステムが必要である。

３、廃プラスチックの品質に最適な処理法の選択

高品質な廃プラスチックはケミカルリサイクルやマテリアルリサイクルで処

理し、低品質な廃プラスチックにはエネルギー回収を適用する。


